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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 3,024 12.1 120 24.7 124 22.1 96 71.3

2025年3月期中間期 2,699 － 96 － 101 － 56 －

（注）包括利益 2026年3月期中間期 97百万円（170.4％） 2025年3月期中間期 56百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 322.33 －

2025年3月期中間期 188.21 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年3月期中間期 3,311 667 20.2

2025年3月期 3,472 610 17.6

（参考）自己資本 2026年3月期中間期 667百万円 2025年3月期 610百万円

年間配当金

中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 － 130.00 130.00

2026年3月期 0.00

2026年3月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,207 10.7 442 62.1 457 27.2 300 44.6 1,002.1

１．2026年3月期 中間期の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

(注)1.2025年3月期中間期より中間連結財務諸表を作成しているため、2025年3月期中間期の対前年中間期増減率については記載しておりません。

 　 2.潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

(注) 1.直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

     2.当社は定款において期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定です。

３．2026年3月期の連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期中間期 460,000株 2025年3月期 460,000株

②  期末自己株式数 2026年3月期中間期 159,800株 2025年3月期 159,800株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年3月期中間期 300,200株 2025年3月期中間期 300,200株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

　（注）詳細は、添付資料P.8「２.中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（税金

   費用の計算）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 （将来に関する記述等についてのご注意）

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報、及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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前中間連結会計期間

(千円)

当中間連結会計期間

（千円）

増減額

（千円）

増減率

（％）

売上高 2,699,218 3,024,786 325,568 12.1

営業利益 96,682 120,555 23,873 24.7

経常利益 101,579 124,052 22,473 22.1

親会社株主に帰属する中間期純利益 56,500 96,766 40,266 71.3

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

 当中間期連結会計年度(2025年４月１日～2025年９月30日)におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や、各

種政策の効果が緩やかな景気の回復を支えることが期待されますが、米国の通商政策や物価上昇の継続、金融資本

市場の変動等の影響により、先行きは不透明な状況が続いております。

 このような経済情勢のもと、当社グループでは弊社理念である「薬局は医療の入り口です」の下、調剤薬局グル

ープとして患者さまに安心して、そしてより身近に薬局をご利用いただくため店舗での健康チェックを始めとした

サービス及び医療品の提供に取り組んでおります。

 地域社会でのつながりを深め、患者様とクリニックの懸け橋として地域医療体制の安定と向上に貢献するため、

新規出店及び在宅・施設調剤の拡大、電子処方箋システム投資やお薬手帳アプリの活用推進等のデジタル化によ

る、患者様の利便性向上及び国が推進する医療ⅮⅩサービスの実現、積極的な機械化による患者様への迅速かつ正

確な医薬品の提供及び薬局薬剤師の生産性向上と労働環境改善などに取り組んでおります。

当中間連結期における経営成績は次のとおりであります。

なお、当社グループの事業セグメントは調剤薬局事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略し

ております。

（２）当中間連結期の財政状態の概況

 (資産)

 当中間期連結会計期末における資産の残高は3,311百万円(前連結会計年度末比160百万円減)となりました。

主な要因は現金及び預金の減少額174百万円によるものです。

 (負債)

 負債の残高は2,644百万円(前連結会計年度比217百万円減)となりました。

主な要因は、買掛金が913百万円(同17百万円減)、短期借入金(流動負債)が103百万円(同76百万円減)、長期借入金

(固定負債)が339百万円(同56百万円減)となったことによるものです。

 (純資産)

 純資産の残高667百万円(前連結会計年度末比57百万円増)となりました。主な要因は、利益剰余金が増加したこと

によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年6月25日付の決算短信で公表いたしました2026年3月期の連結業績予想に変更はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年 3月31日）

当中間連結会計期間
（2025年 9月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 881,778 707,475

売掛金 867,505 830,363

商品 344,768 345,193

貯蔵品 2,205 2,532

その他 24,716 23,368

貸倒引当金 △597 △744

流動資産合計 2,120,377 1,908,189

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物(純額) 374,582 363,321

車両運搬具(純額) 2,061 1,533

工具、器具及び備品(純額) 70,475 74,513

土地 389,900 408,572

リース資産(純額) 29,124 39,724

その他(純額) 5,037 4,758

  有形固定資産合計 871,181 892,423

無形固定資産

のれん 62,758 52,298

その他 32,015 28,462

無形固定資産合計 94,774 80,761

投資その他の資産

投資有価証券 12,932 13,296

関係会社株式 39,431 28,431

繰延税金資産 229,296 229,171

その他 104,385 159,565

  投資その他の資産合計 386,045 430,465

固定資産合計 1,352,001 1,403,650

資産合計 3,472,378 3,311,839

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年 3月31日）

当中間連結会計期間
（2025年 9月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 930,911 913,340

短期借入金 180,000 103,100

１年内償還予定の社債 20,000 20,000

１年内返済予定の長期借入金 95,724 94,849

リース債務 17,471 20,242

未払法人税等 119,858 32,582

賞与引当金 86,640 77,958

その他 149,004 163,540

流動負債合計 1,599,611 1,425,612

固定負債

社債 40,000 40,000

長期借入金 396,667 339,680

リース債務 24,108 29,811

役員退職慰労引当金 528,826 528,826

退職給付に係る負債 16,568 21,449

資産除去債務 256,131 258,686

固定負債合計 1,262,300 1,218,453

負債合計 2,861,912 2,644,066

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 85,200 85,200

利益剰余金 1,090,647 1,147,715

自己株式 △665,145 △665,145

株主資本合計 610,702 667,770

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △236 2

その他の包括利益累計額合計 △236 2

純資産合計 610,465 667,773

負債純資産合計 3,472,378 3,311,839
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2024年 4月1日
至　2024年 9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年 4月1日
  至　2025年 9月30日）

売上高 2,699,218 3,024,786

売上原価 2,105,811 2,341,149

売上総利益 593,407 683,637

販売費及び一般管理費 496,725 563,082

営業利益 96,682 120,555

営業外収益

受取利息及び受取配当金 103 680

その他 7,584 6,601

営業外収益合計 7,688 7,281

営業外費用

支払利息 2,702 3,632

その他 88 152

営業外費用合計 2,790 3,784

経常利益 101,579 124,052

特別利益

抱合せ株式消滅差益 － 7,561

特別利益合計 － 7,561

特別損失

固定資産除却損 396 －

投資有価証券評価損 1,365 －

減損損失 2,517 －

特別損失合計 4,278 －

税金等調整前中間純利益 97,301 131,613

法人税等 40,800 34,847

中間純利益 56,500 96,766

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 56,500 96,766

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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(単位：千円)

前中間連結会計期間
（自　2024年 4月 1日
 至　2024年 9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年 4月 1日

至　2025年 9月30日）

中間純利益 56,500 96,766

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 429 239

その他の包括利益合計 429 239

中間包括利益 56,930 97,005

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 56,930 97,005

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
（自　2024年 4月 1日
 至　2024年 9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年 4月 1日

至　2025年 9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 97,301 131,613

減価償却費 48,721 43,181

減損損失 2,517 －

のれん償却額 24,270 10,459

固定資産除却損 396 －

投資有価証券評価損 1,365 －

抱合せ株式消滅差損益（△は益） － △7,561

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,227 △8,682

貸倒引当金の増減額（△は減少） 219 146

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,154 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,408 4,880

受取利息及び受取配当金 △103 △680

支払利息 2,702 3,632

売上債権の増減額（△は増加） 71,249 37,110

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,043 △751

仕入債務の増減額（△は減少） △20,245 △17,571

その他 △26,424 17,321

小計 209,348 213,099

利息及び配当金の受取額 103 680

利息の支払額 △2,702 △3,632

法人税等の支払額または還付額（△は支払） 43,138 △118,680

営業活動によるキャッシュ・フロー 249,888 91,467

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金預入による支出 △60,000 △60,048

定期預金払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △14,049 △35,076

無形固定資産の取得による支出 △18,292 △8,460

敷金及び保証金の差入による支出 － △14,011

その他 － 1,395

投資活動によるキャッシュ・フロー △92,342 △16,202

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） － △80,000

長期借入金の返済による支出 △82,902 △57,862

社債の返済による支出 △10,000 －

配当金の支払額 － △39,026

リース債務の返済による支出 △12,034 △9,969

財務活動によるキャッシュ・フロー △104,936 △186,857

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 52,609 △111,592

現金及び現金同等物の期首残高 593,720 665,754

合併による現金及び現金同等物の増減額（△は減少） － 19,183

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少） － 17

現金及び現金同等物の中間期末残高 646,329 573,363

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更に関する注記）

　該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

　　税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実行税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

　当社グループは、調剤薬局事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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